
三 水
羽 素
の
抗
メ
タ
ボ
・美
容
研
究
の
国
際
的
第
一人
者

信
比
古

県
立
広
島
大
学

名
誉
教
授
が

56

活
性
酸
素
各
種
の
う
ち
ヒ
ド
ロ
キ
シ
ル
ラ
ジ
カ
ル
は
Ｄ
Ｎ
Ａ
切
断

作
用
が
極
め
て
強
く
、
ヒ
ド
ロ
キ
シ
ル
ラ
ジ
カ
ル
を
体
内
で
解
毒
す
る

酵
素
が
存
在
し
な
い
が
、
水
素
で
効
率
的
に
消
去
で
き
る
こ
と
を

三
羽
研
究
室
を
含
む
多
く
の
研
究
機
関
が
検
証
し
て
い
る
。
特
に
、

水
素
風
呂
は
毛
穴
が
広
が
り
、
血
管
拡
張
と
血
流
増
大
を
介
し
て
、

水
素
分
子
が
効
率
的
に
体
内
の
ヒ
ド
ロ
キ
シ
ル
ラ
ジ
カ
ル
な
ど
活
性

酸
素
を
消
去
し
う
る
。

本
稿
で
は
、水
素
が
、①
血
液
中
の
抗
酸
化
力
（サ
ビ
防
御
）を
増
強
し
、

毛
細
血
管
で
の
血
流
を
促
進
す
る
、②
床
ズ
レ
を
治
癒
し
コ
ラ
ー
ゲ
ン

構
築
に
働
い
て
抗
シ
ワ
を
示
す
、③
脂
肪
滴
を
抑
制
し
て
抗
メ
タ
ボ
に

作
用
す
る
こ
と
に
絞

っ
て
解
説
す
る
。

三
羽

信
比
古

氏
の
経
歴

日
本
水
素
医
療
美
容
科
学
会

理
事
長
、
日
本
水
素

水
振
興
協
会

理
事
、
一
般
社
団
法
人

水
素
医
療

研
究
所
所
長
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

日
本
老
化
防
御
医

科
学
セ
ン
タ
ー

理
事
長
、
県
立
広
島
大
学

名
誉

教
授
、
大
阪
大
学

（理
学
部
）
大
学
院
修
了
、
東
京

大
学
（薬
学
系
研
究
科
）
薬
学
博
士
、
経
産
省
傘
下

法
人
Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
フ
ラ
ー
レ
ン
研
究
班
長

上
二
菱

商
事
子
会
社
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ

６０
バ
ィ
ォ
リ
サ
ー
チ

（株
）取
締
役
（歴
任
）

【著
書
】
三
羽

信
比
古

氏
の
著
作
実
績

以
下
い
ず
れ
も
単
独
編
著

①
「
細
胞
死
の
生
物
学
」
東
京
書
籍
、
②
「
プ
ロ
グ
ラ
ム
さ
れ
た
死
Ｌ
石

波
書
店
、Ｏ
「逆
説

細
胞
死
が
生
命
を
形
造
る
」
Ｎ
Ｔ
Ｔ
出
版
、④
「細
胞
死
制
御
工
学
」
Ｃ
Ｍ
Ｃ
出
版
、

⑤
「
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
の
知
ら
れ
ざ
る
働
き
」
丸
善
、
⑥
「
バ
イ
オ
抗
酸
化
剤
プ
ロ
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
」
フ
レ

グ
ラ
ン
ス
ジ
ャ
ー
ナ
ル
社
、

【論
文
】
①
水
素
の
医
療
・美
容
。医
学
論
文

国
際
学
術
誌

へ
の
掲
載
原
著
論
文

（米
国
立
医
学
図
書
館
の
世
界
最
大
の
医
学
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

Ｐ

ｕ
ｂ
Ｍ

ｅ
ｄ
収
載
）
１０
論
文
、
②
プ
ロ
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
・
フ
ラ
ー
レ
ン
な
ど
各
種
の
抗
酸
化
剤
の

原
著
論
文
１
３
２
編
、

【特
許
】

４３
件
、
う
ち
水
素
関
係
５
件

【水
素
に
よ
る
改
善
効
果
が
期
待
で
き
、
活
性
酸
素
を
主
因
の

一
つ
と
す
る
疾
患
・症
状
】
が
ん
、
脳
梗
塞
・心
筋
梗
塞
、糖
尿
病
、

ア
ト
ピ
ー
、関
節
ウ
マ
チ
、
メ
タ
ボ
症
候
群
、血
液
ド
ロ
ド
ロ
化
・

赤
血
球
凝
集
、皮
膚
Ｕ
Ｖ
傷
害
ｏシ
ミ
、
シ
ワ
・タ
ル
ミ
・床
ズ
レ
、

セ
ル
ラ
イ
ト
、毛
穴
角
栓
・踵
肘
ガ
サ
ツ
キ
・加
齢
臭



水
素
風
呂
は
、
①
毛
穴
（毛
孔
、
皮
脂
腺
、
汗
孔
）
を
開
孔
し
、
②
皮
下
の
毛
細
血
管
を
拡
張
し
、

③
皮
下
血
流
を
増
大
す
る
…
と

い
っ
た
作
用
で
、
水
素
分
子
の
血
液
内

へ
の
浸
透
を
助
長
。
水
素

製
品
に
は
、①
水
素
水
を
塗
布
す
る
化
粧
品
、
②
水
素
サ
プ
リ
メ
ン
ト
、
③
電
気
分
解
に
よ

っ
て

生
成
し
た
水
素
水
の
飲
水
…
が
あ
る
が
、
全
身
の
皮
膚
や
毛
穴
を
介
し
て
水
素
を
体
内
吸
収
で
き

る
の
は
、
水
素
風
呂
の
他
に
な
い
ｆ
」
の
意
味
で
、
水
素
風
呂
は
医
療
・抗
メ
タ
ボ
・美
容
に
極
め
て

有
力
な
ツ
ー
ル
で
あ
る
。
水
素
分
子
は
、
腋
下
、
陰
部
、
肛
門
、
襟
足
、
店
か
ら
体
内

へ
浸
透
す
る
と

考
え
る
。
体
表
か
ら
速
や
か
に
血
液
中

へ
浸
透
し
、全
身
を
巡
る
こ
と
に
な
る
。

水
素
風
呂
の活
性
酸
素

消
去
菫
ズ念
薔

３
名
の
被
験
者
に
水
素
風
呂
リ
タ
ラ
イ
フ
（株
式
会
社
Ｗ
Ｃ
Ｊ
製
）
に
１０
分
間
、人
浴
し
て
も
ら
い
、

そ
の
前
後
に
採
血
し
て
、
血
液
中
の
抗
酸
化
力
を
計
測
ｃ
Ｏ
Ｒ
Ａ
Ｃ
（酸
素
ラ
ジ
カ
ル
吸
収
能
）法
で
、

３
名
と
も
入
浴
後
１
～
２
時
間
で
、抗
酸
化
力
が
最
大
１１
～

１７
％
増
強
さ
れ
た
。水
素
風
呂
の
湯
は

電
気
分
解

６０
分
で
湯
温
度
は
４０
℃
と
し
、
１０
分
間
の
人
浴
。電
解
直
後
で
の
溶
存
水
素
濃
度
は
、一電
極

近
傍
の
局
所
で
は
２
０
０
０

ｐ
ｐ
ｂ
以
上
の
過
飽
和
で
あ
り
、
２
０
０
そ
の
浴
槽
全
体
の
平
均
で
は
３

４
０
ｐ
ｐ
ｂ
だ
っ
た
が
、溶
存
水
素
濃
度
は
常
温
常
圧
で
の
最
大
値
は
１
６
０
０
ｐ
ｐ
ｂ
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
４０
℃
と
ぃ
ぅ
水
素
溶
存
し
に
く
い
温
度
条
件
の
割
に
良
好
な
数
値
と
言
え
る
。

彗

き

群

ぞ

露

域

化

力ｎ
ｖ

血

液

中

の

抗

酸

化

力

Ｏ

Ｒ

Ａ

Ｃ

曇

替

フ

Ｉ゙

ル

吸

収

藍

値

）

空気中に蒸散した水素ガスが鼻腔
へ吸収されるⅢ辛嗅粘膜上皮ルート
等を介して、脳脊髄液・脳内ヘ

冬 L‐3000  ∫ ≪

脳内・体内の
活性酸素が血液申
の水素ガスで消去
される。

こ
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血
液
中
の
抗
酸
化
力
を
Ｏ
Ｒ
Ａ
Ｃ
法
で
計
測
す
る
手
順
と
し
て
、
３
名
の
被
験
者
の
う
ち
男
３８

歳
の
例
ｃ
こ
の
被
験
者
の
各
経
過
時
間
に
採
取
し
た
血
液
サ
ン
プ
ル
を
Ｏ
Ｒ
Ａ
Ｃ
反
応
さ
せ
る
と
、

反
応
時
間
８
分
ま
で
（左
図
）
、
反
応
時
間
１３
～

・８
分
（右
図
）
の
グ
ラ
フ
が
得
ら
れ
る
。Ｏ
Ｒ
Ａ
Ｃ
値

が
高
い
程
、
抗
酸
化
力
が
大
き
い
が
、Ｏ
Ｒ
Ａ
Ｃ
値
を
全
反
応
時
間
で
積
算
し
、
人
浴
前
後
の
時
間

に
お
け
る
血
液
中
の
抗
酸
化
力
の
値
を
求
め
た
。
血
液
な
し
で
は
抗
酸
化
力
が
皆
無
に
等
し
く
、
人

浴
直
前
で
抗
酸
化
力
が
乏
し
く
、
人
浴
終
了
直
後
↓
１０
、
３０
分
後
↓
１
、
２
時
間
後
と
経
過
す
る
ほ
ど

反
応
カ
ー
ブ
が
上
方
に
あ
り
、抗
酸
化
力
が
大
き
く
な
る
こ
と
を
示
す
。

水
素
風
呂

へ
の
人
浴
に
よ

っ
て
血
液
中
の
抗
酸
化
力
査

～

１７
％
増
大
し
た
が
、
こ
の
生
理
的

意
義
は
何
か
。焼
酎
６
銘
柄
（麦
焼
酎
・芋
焼
酎
を
含
む
）で
有
害
物
質
ア
セ
ト
ア
ル
デ
ヒ
ド
を
１６
～
３６

ｐ
ｐ
ｍ
検
出
し
た
が
、
こ
の
平
均
値
で
焼
酎
１
２
０
潔
飲
む
と
、
血
中
ア
セ
ト
ア
ル
デ
ヒ
ド
は
０
・

７
２
ｐ
ｐ
ｍ
と
な
り
、
一」
れ
ら
を
反
復
す
る
と
、
血
管
壁
傷
害
・肝
臓
障
害
を
来
た
し
、
肝
硬
変
・肝

臓
が
ん
へ
と
進
行
し
う
る
。
水
素
風
呂
で
血
中
抗
酸
化
力
が
Ｈ
～

１７
％
増
大
す
る
と
、
貯
金
が
あ

る
こ
と
に
な
り
、
肝
臓
に
限
ら
ず
各
種
臓
器
障
害
を
酸
化
ス
ト
レ
ス
か
ら
防
御
で
き
る
備
蓄
力
が

大
き
く
な
る
と
見
込
ま
れ
る
。
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し
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血液中の抗酸化力が11～ 17%上昇する想定生理的意義と飲酒あ障害

→焼酎を120me飲むと、体重60kgでは血中
アセトアメレデヒドo.72 ppmとなる

F"肝朦でアルコールから生成
‐血中アセトアルデヒド0.57ppm

き素婿輩紋なし

10分 30分 4時間
水 素 摂 取 後 の 時 間

｀ヽ
、     「蔦慕i萎悪

~1

1国    

｀
｀
｀ ｀
｀
｀
ヽ ヽ
%1=illiI」

素 水 摂 取

・・焼酎の中に含有:16～ 36ppm ~‐
～XI薇
蒼
~

58

Copy「 ight i會12016 AII「 lghts rese「 ved by NPO Corp.」 pn.cntr.AntlAging MedSci.

「:



赤
血
球
に
微
量
の
過
酸
化
水
素
を
処
理
す
る
と
、赤
血
球
ど
う
し
が
連
鎖
し
て
凝
集
す
る
と
と

も
に
、
中
央
部
の
凹
み
が
ほ
ぼ
消
失
し
た
（左
図
）
が
、
水
素
水
を
投
与
し
て
お
く
と
、赤
血
球
の
凝

集
が
防
御
さ
れ
る
と
共
に
、
毛
細
血
管
を
通
過
す
る
に
必
要
な
細
胞
変
形
能
を
も
た
ら
す
凹
み
も

保
持
さ
れ
た
（右
図
）
。赤
血
球
は
高
密
度
に
密
集
す
る
と
凝
集
し
や
す
い
が
、
こ
れ
ら
二
つ
の
状
態

（左
図
＆
右
図
）
に
お
い
て
赤
血
球
の
密
度
は
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
り
、
同
等
条
件
で
の
厳
密
な
比
較
に

該
当
す
る
。

血
液
に
微
量
の
過
酸
化
水
素
を
処
理
す
る
と
、赤
血
球
ど
う
し
が
凝
集
す
る
が
、
こ
の
血
液

オ
ロ
ジ
ー
（血
液
流
動
学
）
計
測
装
置
に
流
す
と
、
細
い
チ
ャ
ン
ネ
ル
（モ
デ
ル
毛
細
血
管
）
を

で
き
ず
、
血
流
遅
滞
を
来
た
し
て
ド
ロ
ド
ロ
状
態
と
な
る
（下
図
）
が
、
水
素
水
を
投
与
し
て

と
、赤
血
球
の
凝
集
が
防
御
さ
れ
る
と
共
に
、
停
滞
す
る
こ
と
な
く
通
過
し
て
、
サ
ラ
サ
ラ
化

た
ら
す
（上
図
）
。
水
素
温
水
は
、
指
先
の
毛
細
血
管
に
お
け
る
血
流
を
増
大
さ
せ
る
（負
数
制

た
め
写
真
デ
ー
タ
表
割
愛
）
が
、
こ
の
効
果
は
温
水
効
果
よ
り
も
、
む
し
ろ
水
素
そ
れ
自
体
に

赤
血
球
凝
集
の
防
御
、
お
よ
び
、
血
液
ド
ロ
ド
ロ
化
の
防
御
に
よ
る
と
示
唆
さ
れ
る
。　
　
Ｓｃｉ．

lは

1事
菫

水素の赤血球緩集
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